
下関市入札監視委員会（第２０回）審議概要 
 

開催日時 平成２２年２月２３日 １３：３０ 

場所 下関市勤労福祉会館 第 4 会議室 

委員 

中谷正行（弁護士） 

太田周二郎（大学教授） 

岡孝（高等学校教諭） 

藤本博美（ファイナンシャルプランナー） 

審議対象期間 平成２１年１０月１日 ～ 平成２１年１２月３１日 

審議対象総件数  ２８０件     （抽出工事名称） 

抽 

出 

案 

件 

条件付一般競争

入札 
１４６件 

筋が浜・山陰処理区ネットワーク幹線布設 

工事 

指名競争入札 １００件 
下関市デイサービスセンターほのぼの  

外壁劣化改修工事 

随意契約 ３４件 
農山漁村活性化プロジェクト支援交付金 

六連島地区揚水施設整備工事 

指名停止等の運用状

況 
４件４社 

議事概要及び委員か

らの意見・質問、それ

に対する回答等 

議事項目、意見等 別紙のとおり 

議事結果、回答 別紙のとおり 

委員会による意見の

具申又は勧告の内容 
特になし 



別紙 

議事項目、意見・質問 議事結果、回答 

筋が浜・山陰処理区ネットワーク幹線布

設工事 

  

· ネットワーク幹線布設工事と

はどのような工事か。 

· 下水道機能の安全性確保のため、

老朽化した筋が浜終末処理場と

山陰終末処理場のネットワーク

化を図り、施工延長約１．４ｋｍ

をシールド工法等により施工す

るもの。 

· 共同企業体による施工とした

理由は。 

· 当該工事は、大規模でかつ特殊な

工法を用いる建設工事であるこ

とから、共同請負により施工する

ことが適当であると判断された

ため。 

· 入札に参加した共同企業体は

いくつあったか。また、共同

企業体の構成はどのようにし

たか。 

· 入札参加は７共同企業体であっ

た。共同企業体は、代表構成員及

び第１、第２構成員の計３社によ

る構成とした。なお、第１構成員

及び第２構成員については、市内

業者の受注機会増進のため、市内

に本店がある者とした。 

· 入札参加業者のうち、１者が

除外になったのはなぜか。 

· 本工事は最低制限価格を設定し

ており、入札の結果、最低制限価

格に満たない者が１者あったた

め、落札外として除外した。 



下関市デイサービスセンターほのぼの  

外壁劣化改修工事 

 

· 豊北町及び近隣の町内業者を

指名したのはなぜか。 

· 一般的な建築一式工事の実績が

あれば施工可能であることから、

工事現場に近い業者に受注機会

を与えるという考えにより指名

した。 

· 施設の改修には基準等がある

のか。 

· 今回の改修工事は、施設が竣工以

来３１年間リニューアルされて

いなかったため調査を行った結

果、劣化による危険性が確認され

たため、施設利用者の安全確保か

ら実施することとなったもので

ある。 

農山漁村活性化プロジェクト支援交付金 

六連島地区揚水施設整備工事 

  

· 揚水施設とはどのようなもの

か 

· 農作物の栽培に必要な農業用水

の供給を行う畑地かんがい施設

である。 

· 契約業者による施工とした理

由は。 

· 島内における農業用水設備等の

ほとんどを当該業者が施工して

おり、既存の機械設備等との連結

など高度な専門性を有する施設

整備工事において迅速かつ確実

な対応ができるため。 

 

 


